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１． 要旨 
アメリカ上院議員ヘルムズ（Jesse Helmes）はアメリカ上院外交委員会の委
員長を１９９５年から２００１年まで務め、保守派として外交政策に影響を与
えてきた。彼の外交政策は、宗教的信念・例外主義（exceptionalism）・保守主
義から形成される「道義的」な性格をおびたものであり、そのような思想が彼
の外交政策にどのように展開されていたかを検討する。具体的な課題としては、
クリントン政権期の国連政策、軍備管理政策、中国政策、国務省の機構改変問
題を対象とする。 
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３．内容 
 序章では、ヘルムズ上院議員をめぐる研究の現状を詳細に検討し、彼が遂行
した国内政策の研究に比して、外交政策をめぐる研究は未だ断片的であること
を指摘する。さらに、この研究が、アメリカ外交史上において伝統的テーマと
してなされてきた Henry Cabot Lodge, Arthur Vandenberg ら上院外交委員会委員
長の研究に連なるものであると規定する。 
 第 1 章では、ヘルムズの思想形成をたどることで、彼が後に展開する外交政
策の思想的源泉をたどる。ノースキャロライナ州出身の彼の生い立ちや上院議
員になるまでの経歴を略述し、青少年時代に彼が思想的に、キリスト教保守主
義、政治的保守主義に傾倒する契機があったことを示す。第 1 章 2 節では、ヘ
ルムズが議会運営をどのように学び、また New Right や Religious Right と呼ば
れる運動にどのように貢献したかを論じる。さらには、外交政策において、彼
が国内政策で適用していたこと原則が、「道義的（moral）」外交政策にも適用さ
れていたことを論じる。 
 第 2 章では、ヘルムズとアメリカ国連政策の関係を論じるが、主として、１
９９０年代後半のアメリカによる国連拠出金滞納をめぐる問題をとりあげ、ア
メリカの国連政策においてヘルムズはいかなる役割を果たしたのかを論じる。
第１節では、冷戦後の国連活性化、またブトロス・ガリ国連事務総長による国
連強化の提案にヘルムズが反対してきたことをとりあげ、第２節ではアメリカ
の拠出金支払いについて条件を課した Helmes-Biden Act の成立に向けてヘルム
ズが果たした役割を追う。第三節ではヘルムズがアメリカ上院議員として初め
て国連でスピーチをおこなったことに着目し、ヘルムズが限定的ながら国連と
の協力を認めていたことを論じる。 
第３章では、科学兵器禁止条約（CWC）と包括的核実験禁止条約（CTBT）
という二つの軍備管理条約に対するヘルムズの反対に焦点をすえ、彼がアメリ
カの安全保障にどのような考えをいだいていたかを議論しつつ、これらの条約
の批准過程にヘルムズが果たした役割を検討する。ヘルムズは、軍備管理とい
う枠組自体に当初から反対であり、それが CWC の批准過程でどのような議会
戦略をもって遂行されたかを論じる。ヘルムズはクリントン政権と交渉の段階
で、留保条項を受け入れさせることに成功した。第三節では、同様にクリント
ン政権における CTBT の批准にむけての動きにおいて、政権とヘルムズの間に
存在した緊張関係を論じていく。 
第４章では、アメリカの対中国政策をとりあげるが、彼が若い頃から中国に
対して好意的ではなく、また共産党政権に対して根源的な懐疑心と批判を有し
ていたことを述べる。ヘルムズはキッシンジャーの国務長官任命に反対であっ
たが、これも反中国の態度から説明される。中国との関係改善は台湾との関係
再編を迫るものであったが、ヘルムズは台湾に安全保障上の保証を与えること
を主張した。彼はキッシンジャーのデタント政策であれ、冷戦後の engagement
政策であれ、自己が標榜する｢道義的｣外交政策に反するものとして批判するが、
このような彼の反中国政策が具体的争点となったのが、台湾をめぐる安全保障
問題であり、中国における人権問題であった。 
第５章では、彼の道義性を対外政策の立案に反映させるための手段として、
それに相応する政府機関が必要であると考えていたことに着目する。へルムズ
は外交政策機関の統合を提議し、３つの機関、Agency for International 
Development (AID), Arms Control and Disarmament Agency (ACDA) and 
United States Information Agency (USIA)を国務省に統括することを提議す
る。また、彼は道義的外交政策を遂行する為に、キューバに対し制裁の実施と
Helms-Burton Act の実行を主張する。 
結論では、ヘルムズがアメリカ上院外交委員会委員長として果たした役割を
総括し、彼は上院外交委員会の影響力を再活性化し、アメリカが国際的なコミ
ットメントをすることに一定の抑制を与えることに資したと論じる。Lodge や
Vandenberg とくらべるならば、ヘルムズの政策は彼等よりも一国中心主義的
（unilateralism）的色彩が強く、また、彼の外交政策が保守主義的であったこ
とは確かであるが、アメリカを至上のものとする「アメリカ第一主義」的でも
あった。 
 
４．評価 
１．何よりもまず評価されるのは、ヘルムズがアメリカ外交政策上に果たした
役割について、彼がかかわった主たる政策をすべてとりあげ、その果たし
た役割を丁寧に描き出したことである。ヘルムズについては、彼がおこな
った国内政策、また彼が用いた議会運営上の戦略等について、既に研究は
存在しているが彼の外交政策をとりあげたものはなく、この点において、
ヘルムズの外交政策を総括した意義は大きい。 
２．また、上院外交委員会委員長が外交政策に果たした役割というこの問題そ
のものは、アメリカ外交史、アメリカ政治研究においてきわめて重要なテ
ーマであり、そのテーマに着目したことは、研究者としての確かな視点を
示すものである。 
３．さらに、この研究に用いた一次資料の質・量双方における評価があげられ
る。アメリカ、ノースキャロライナ州に所蔵されているヘルムズの個人文
書（現時点では完全に整理は終わっていない）を現地に出向き収集し、使
った史料の中には、これまで誰も使っていない史料も含まれる。また、ヘ
ルムズ史料にくわえて、アメリカ議会図書館、National Archives 所蔵の
一次史料も使い、さらには関係者へのインタビューも行うなど、ヘルムズ
研究に必要と思われる第一次史料を用いている。 
４．上記の未刊行一次史料にくわえ、Congressional Record, Congressional 
Almanac 、 Senate Foreign Relations Committee, “Hearing”, U.S. 
Department of State Dispatch, New York Times, Washington Post など
の一次史料も非常に丹念に用いている。さらに、二次史料についても、書
籍、雑誌論文、ヘルムズについての博士論文、あるいは会議での提出ペー
パーなどまでに詳細な目配りがされている。また、豊富な脚注（全体で 630）
が示すように、それらの史料に対する史料操作も丁寧で信頼できる。 
５．豊富で質の高い一次史料と二次史料を丹念に読み込み、それをひとつの歴
史的モノグラフとして構成を練り上げ、しかも安定した筆致で語りあげた
ことは、高く評価できる。さらに、英語の文章も見事であり、決して雄弁
になりすぎない範囲で、ヘルムズの人となり、思想、議会運営を描きつつ、
一方では、保守派議会サイドからみたアメリカ外交史をつづったことは高
く評価される。 
６．他方、ヘルムズの理念がアメリカ保守主義の全体像にどのように位置付け
られるのかを論じればより肉厚な歴史となったこと、ヘルムズの外交政策
を「道義的」と本論文では論じているが「道義」の中身についての議論が
充分ではないこと、ヘルムズに対する書き手としての距離感が明確ではな
いため対象に対する批判的視点が弱いこと、また序論と結論の整合性に一
考を要することなど、さらに改善すべき諸点も指摘された。 
 
５．結論 
いくつかの改善すべき点は指摘されたが、本論文がヘルムズ上院議員と外交政
策について、一次史料および二次史料を駆使して、学問的に意義が認められる
歴史研究としてのモノグラフを書き上げたことは評価されるものであり、博士
論文審査委員会は博士の学位授与を提案する。 
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